






 

要約：人工呼吸器を使用する学籍児の実態の予備調査として、当院における現状と問題点

を検討した。対象は在宅 5 名、入院 15 名で、自宅通学 4 名、訪問学級でスクーリング 1 名、

入院で院外通学 2 名、ベットサイド 11 名であった。自宅通学 3 名、入院院外通学 1 名、院

内通学 1 名はＮＩＰＰＶ、15 名は気管切開陽圧人工呼吸であり、自宅通学 3 名、訪問学級

でスクーリング 1 名、入院で院外通学 1 名、院内通学 2 名は呼吸器は睡眠時と日中間歇的

使用で、13 名は 24 時間使用であった。学校教育に関わる時間帯における医療的ケアは、Ｎ

ＩＰＰＶでは口鼻腔内吸引、気管内切開では気管、口鼻腔内吸引、栄養注入、酸素装置、

酸素ボンベの確認であり、通学と訪問スクーリングは家庭と教員が、ベットサイドは、教

員と病院看護職員が行っていた。自宅通学は家族が自家用車で行うのが多かったが、自宅

通学 2 名、院外通学 2 名は家族が同乗してスクールバスで通学していた。 


